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　レポート　

単純なフリーアドレス化は悪影響
働く場所の種類拡大は好影響

　オフィス内に個人の固定座席を設

けないフリーアドレスは、ワーカーに活

力をもたらすどころか、むしろストレス

を与えてしまう可能性がある。空間デ

ザイン設計の三井デザインテックが2

月に結果を公表した「Activity Based 

Working（ABW）に関する調査研

究」で明らかになった。

　調査は都内に勤める25～55 歳の

男女3,000人を対象に、4パターンの

オフィスレイアウトでワーカーのストレス

やパフォーマンスを測定したもの。レ

イアウトのパターンは、個人の座席が

ある「固定席」、同じ形状のデスクか

ら場所を選ぶ「単純フリーアドレス」、

個人の座席と多様なスペースから場

　ホテル　

寺院とホテルの一体開発
浄教寺と三井不の共同事業

　宗教法人浄教寺と三井不動産は、老

朽化した伽藍を取り壊し、寺院とホテル

からなる複合施設「（仮称）京都浄教寺

ホテル計画」（京都市下京区）を開発す

る。京都の中心部に位置する土地の有

効活用が狙い。

　建物は地下1階地上9階建て、延床

面積約6,885㎡。1階を寺院、2～9階

を167室のホテルとする。ホテル部分に

ついては三井不動産が賃借し、同社グ

ループでホテルオペレーターの三井不

動産ホテルマネジメントに運営委託す

る。ホテルのタイプや価格帯などは未定

で、開業は2020年秋を予定している。

所を選ぶ「固定席型ABW」、多様な

スペースから場所を選ぶ「ABW」。

　レイアウトとストレスの関係について

は、単純フリーアドレスが一番ストレス

を与える結果になった。実質的に働く

場所の種類がなく、個人の座席も確

保されないことが原因とされる。

　一方レイアウトとパフォーマンスの

関係については、固定席型ABWと

ABWが高いパフォーマンスを示す結

果になった。働く場所の種類を自由に

選択できることが原因とされる。

　新規事業　

丸紅リアルがレンタルオフィス事業
PM・BMに次ぐ新たな収益源目指す

　PM会社の丸紅リアルエステート

マネジメント（丸紅REM）は、「M- 

LABEL（エムレーベル）」というブラン

ドで、レンタルオフィス事業を開始す

る。

　第1号案件「M-LABEL仙台」（仙

台市青葉区）は、ビジネスホテル「プレ

ミアムグリーンヒルズ」の3階を賃借・

改装したもの。定員1～4名のワーク

スペース36室と、共用の会議スペー

ス2室を備える。

　料金は月額6万～14万1,000円
（ワークスペースのサイズにより変動）。3

月より入居者募集を開始し、5月下旬

のオープンを予定する。

　丸紅REMでは、PM・BM業務

に次ぐ新たな収益源を模索していた。

今後は同社が営業拠点を持つ地方

都市などから展開エリアを検討してい

く。

　ファンド　

ハウスドゥが個人住宅ファンド
オフバラ機にリースバック事業強化

　不動産売買仲介FCのハウスドゥは、

個人住宅を買い取り元の所有者へ貸し

出すリースバック事業で取得した物件を

投資対象とした不動産ファンド「HLB2

号合同会社」を組成、3月1日に運用開

始した。

　ファンドに組入れられたのは、三大

都市圏に立地する戸建住宅および区分

所有建物181件で、資産規模は26億

8,700万円。アレンジャー業務はオリック

ス銀行が担当した。

　ファンド組成の狙いはリースバック事

業の強化。ファンドへの売却でバランス

シートの健全化を図りつつ、個人からの

買取り件数増加を目指す。
各地方都市のニーズに応じた施設タイプを模索し
ていく

「M-LABEL仙台」内観イメージ


